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北
部
九
州
地
方
に
お
け
る
押
型
文
土
器
出
現
の
時
期
―
―
広
島
県
帝
釈
弘
法
滝
洞
窟
遺
跡
出
土
土
器
の
検
討
か
ら
矢
　
野
　
健
　
一
は
じ
め
に
押
型
文
土
器
と
は
山
形
、
格
子
目
、
楕
円
な
ど
の
文
様
を
長
さ
数
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
径
数
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
か
ら
１
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
強
の
円
棒
（
木
の
枝
を
加
工
し
た
と
推
定
で
き
る
も
の
）
に
彫
刻
し
た
原
体
を
土
器
の
器
面
に
回
転
さ
せ
て
文
様
を
施
し
た
土
器
で
あ
る
。
縄
文
時
代
の
草
創
期
後
葉
（
関
東
地
方
の
撚
糸
文
土
器
併
行
期
）
か
ら
早
期
前
半
に
か
け
て
東
北
地
方
北
部
か
ら
九
州
地
方
南
部
に
か
け
て
の
広
い
地
域
に
わ
た
っ
て
分
布
し
て
お
り
、
当
該
期
の
縄
文
土
器
編
年
の
基
準
と
し
て
、
戦
前
か
ら
研
究
者
の
関
心
を
呼
ん
で
き
た
。
押
型
文
土
器
の
編
年
に
関
し
て
、
特
に
問
題
と
な
っ
て
き
た
の
は
中
部
地
方
の
立
野
式
、
お
よ
び
東
海
地
方
か
ら
近
畿
地
方
を
中
心
に
分
布
す
る
大
川
式
、
神
宮
寺
式
で
、
こ
れ
ら
は
「
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
」
押
型
文
と
呼
ば
れ
る
特
殊
な
文
様
を
施
す
。
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
と
い
う
の
は
、
一
般
の
楕
円
文
で
は
土
器
表
面
の
楕
円
文
様
が
凸
に
な
る
の
に
対
し
、
楕
円
文
様
が
凹
に
な
る
の
で
、
こ
の
よ
う
な
名
称
で
呼
び
習
わ
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
種
の
土
器
は
関
東
、
東
北
地
方
お
よ
び
九
州
地
方
で
は
出
土
せ
ず
、
中
四
国
地
方
か
ら
中
部
地
方
に
か
け
て
分
布
す
る
が
、
他
の
一
般
の
押
型
文
土
器
は
東
北
地
方
か
ら
九
州
地
方
に
か
け
て
広
く
分
布
す
る
。
両
者
が
同
時
に
併
存
し
て
い
る
の
か
、
そ
れ
と
も
前
者
が
後
者
よ
り
古
い
の
か
、
と
い
う
点
は
広
域
に
分
布
す
る
押
型
文
土
器
の
起
源
の
問
題
、
ひ
い
て
は
当
該
期
の
文
化
的
影
響
関
係
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一
二
六
を
左
右
す
る
問
題
で
あ
る
た
め
、「
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
」
押
型
文
土
器
の
発
見
当
初
（
一
九
五
〇
年
）
か
ら
議
論
が
分
か
れ
て
い
た
。
こ
の
間
の
論
争
に
は
筆
者
も
加
わ
っ
て
お
り﹇
矢
野
一
九
九
三
﹈、
現
在
で
は
こ
れ
ら
を
一
般
的
な
押
型
文
土
器
よ
り
も
古
く
位
置
づ
け
る
見
解
が
定
着
し
て
い
る﹇
池
谷
・
守
屋
一
九
九
九
、
松
田
一
九
九
九
、
宮
崎
一
九
九
九
﹈。
し
か
し
、
九
州
地
方
と
中
国
地
方
に
お
い
て
は
、
異
論
が
残
っ
て
お
り
、「
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
」
押
型
文
土
器
が
近
畿
地
方
に
分
布
す
る
時
期
に
、
九
州
地
方
で
は
稲
荷
山
式
や
早
水
台
式
な
ど
の
一
般
的
な
押
型
文
土
器
が
分
布
す
る
と
み
な
す
見
解﹇
坂
本
一
九
九
四
﹈や
、
中
国
地
方
に
お
い
て
は
条
痕
地
の
山
形
文
の
押
型
文
土
器
が
先
行
す
る
と
み
な
す
見
解﹇
中
越
一
九
九
五
﹈が
依
然
と
し
て
存
在
し
て
い
る
。
こ
の
見
解
は
、「
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
」
押
型
文
の
認
定
に
関
す
る
問
題
と
関
係
す
る
。
九
州
地
方
や
中
国
地
方
で
は
近
畿
・
中
部
地
方
の
「
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
」
押
型
文
土
器
と
は
異
な
る
も
の
を
そ
う
認
定
し
て
お
り
、
ま
た
草
創
期
前
半
の
爪
形
文
土
器
と
「
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
な
」
押
型
文
土
器
を
誤
認
す
る
と
い
っ
た
問
題
が
あ
る
と
見
受
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
広
島
県
帝
釈
峡
弘
法
滝
洞
窟
遺
跡
出
土
資
料
を
め
ぐ
っ
て
筆
者
は
こ
の
点
を
問
題
に
し
た
こ
と
が
あ
る
が﹇
矢
野
一
九
九
七
﹈、
こ
れ
は
推
定
に
と
ど
ま
る
見
解
で
あ
っ
た
。
こ
の
筆
者
の
見
解
を
踏
ま
え
た
編
年
案
も
す
で
に
公
表
さ
れ
て
お
り﹇
綿
貫
一
九
九
九
﹈、
や
や
遅
き
に
失
し
た
観
は
あ
る
も
の
の
、
実
見
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
こ
の
点
を
あ
ら
た
め
て
問
題
に
し
た
い
。
ま
た
、
こ
の
資
料
は
本
州
地
方
と
九
州
地
方
の
当
該
期
の
併
行
関
係
を
考
え
る
上
で
鍵
と
な
る
資
料
で
あ
る
。
近
畿
地
方
の
「
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
」
押
型
文
土
器
と
九
州
地
方
の
初
期
の
押
型
文
土
器
と
の
時
期
的
関
係
を
層
位
学
的
に
決
定
す
る
事
例
と
い
っ
て
よ
い
。
本
論
で
は
、
特
に
こ
の
点
に
焦
点
を
当
て
て
、
そ
の
意
義
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
た
い
。
一
　
帝
釈
峡
弘
法
滝
洞
窟
遺
跡
の
層
位
例
こ
の
遺
跡
は
広
島
県
神
石
郡
油
木
町
に
あ
る
洞
窟
遺
跡
で
あ
る
。
広
島
大
学
の
分
布
調
査
に
よ
っ
て
一
九
七
七
年
に
発
見
さ
れ
、
一
九
八
五
年
よ
り
発
掘
調
査
が
続
け
ら
れ
て
き
た
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
報
告
書
を
参
照
い
た
だ
き
た
い﹇
打
田
二
〇
〇
二
、
中
越
一
九
九
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二
七
北
部
九
州
地
方
に
お
け
る
押
型
文
土
器
出
現
の
時
期
五
・
二
〇
〇
一
、
中
越
ほ
か
一
九
八
六
・
一
九
九
六
〜
一
九
九
八
・
二
〇
〇
〇
﹈。
押
型
文
土
器
は
第
一
〇
層
か
ら
第
一
五
層
に
わ
た
っ
て
出
土
す
る
（
第
一
図
、
第
二
図
）。
ま
ず
、
こ
こ
で
あ
ら
た
め
て
神
宮
寺
式
と
認
定
す
る
の
は
報
告
書﹇
中
越
一
九
九
五
﹈で
「
刺
突
文
土
器
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
で
、「
草
創
期
の
爪
形
文
土
器
系
統
の
土
器
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
（
第
二
図
一
〜
三
）。
筆
者
は
こ
れ
を
神
宮
寺
式
の
押
型
文
土
器
な
い
し
神
宮
寺
式
に
少
量
伴
う
刺
突
文
土
器
か
と
推
定
し
て
い
た
が
、
実
見
し
た
結
果
、
四
単
位
（
四
つ
お
き
に
同
一
部
分
が
繰
り
返
し
表
れ
る
）
の
押
型
文
土
器
と
認
定
し
た
（
第
三
図
）。
左
下
が
り
の
斜
め
方
向
に
回
転
施
文
し
た
押
型
文
土
器
で
あ
る
。
部
分
的
に
施
文
方
向
が
わ
ず
か
に
ず
れ
る
箇
所
が
あ
る
。
神
宮
寺
式
は
胴
部
に
縦
位
に
施
文
す
る
の
が
一
般
的
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
斜
位
方
向
の
施
文
も
珍
ら
し
く
は
な
い
。
た
だ
し
、
右
下
が
り
の
も
の
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。
島
根
県
瑞
穂
町
掘
田
上
遺
跡
の
神
宮
寺
式
は
斜
位
施
文
が
多
い﹇
角
田
編
一
九
九
一
﹈。
刺
突
に
よ
る
も
の
か
回
転
施
文
に
よ
る
も
の
か
は
、
確
か
に
こ
の
個
体
だ
け
で
は
判
断
に
迷
う
と
こ
ろ
が
あ
る
。
し
か
し
、
口
縁
部
に
山
形
文
の
押
型
文
を
施
し
た
個
体
も
あ
り
（
第
二
図
三
）、
こ
れ
も
神
宮
寺
式
に
一
般
的
な
手
法
で
あ
る
こ
と
、
神
宮
寺
式
に
伴
う
刺
突
文
や
草
創
期
の
爪
形
文
は
個
々
の
単
708
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第１図　帝釈弘法滝洞窟遺跡（D-3区北壁とD･E-3区東壁）の層位
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九
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第２図　帝釈弘法滝洞窟遺跡出土土器　　※９以外は［中越ほか1996］より
９は［中越1995］より
層名は［中越ほか1996］のD･E-3区のものによる
第３図　帝釈峡弘法滝遺跡出土の神宮寺式土器（第２図１と同一）
位
文
様
が
重
複
せ
ず
、
間
隔
が
一
定
で
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
こ
の
文
様
は
楕
円
の
中
央
部
が
丸
く
深
く
な
り
、
刺
突
の
方
向
が
特
定
で
き
な
い
こ
と
、
そ
し
て
回
転
施
文
と
し
て
繰
り
返
し
の
単
位
を
確
認
で
き
る
こ
と
か
ら
押
型
文
の
回
転
施
文
と
判
断
し
た
。
こ
の
神
宮
寺
式
は
第
九
・
一
〇
次
調
査
に
お
い
て
第
一
五
層
か
ら
他
の
型
式
を
含
ま
ず
、
単
独
で
出
土
し
て
い
る
。
こ
れ
よ
り
も
下
位
層
に
お
け
る
土
器
の
出
土
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、
現
時
点
で
は
弘
法
滝
洞
窟
遺
跡
で
最
も
古
い
土
器
は
神
宮
寺
式
で
あ
る
。
帝
釈
峡
遺
跡
群
全
体
に
お
い
て
は
観
音
堂
や
馬
渡
出
土
の
草
創
期
の
無
文
土
器﹇
松
崎
編
一
九
七
六
﹈が
最
古
の
土
器
に
な
る
が
、
押
型
文
土
器
で
は
神
宮
寺
式
が
最
古
で
、
そ
の
出
土
は
こ
の
遺
跡
に
限
ら
れ
る
。
神
宮
寺
式
よ
り
上
位
の
層
か
ら
出
土
す
る
土
器
の
主
体
は
報
告
書
で
「
条
痕
文
土
器
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
土
器
の
内
外
面
に
二
枚
貝
に
よ
る
条
痕
を
残
し
、
口
縁
端
部
を
刺
突
す
る
も
の
が
多
い
（
第
二
図
四
〜
七
）。
こ
の
種
の
土
器
は
第
一
〇
次
調
査
で
は
第
一
三
・
一
四
層
出
土
、
第
二
〜
九
次
調
査
で
は
第
一
三
層
下
層
出
土
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
第
一
三
層
下
層
か
ら
は
条
痕
の
顕
著
な
山
形
文
の
押
型
文
土
器
が
出
土
し
て
お
り
、
条
痕
文
土
器
に
共
伴
す
る
と
考
え
る
（
第
二
図
八
）。
少
量
の
山
形
文
に
多
量
の
条
痕
文
が
伴
う
時
期
が
想
定
で
き
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
時
期
に
は
無
文
の
土
器
も
少
量
存
在
す
る
。
黄
島
式
は
こ
れ
よ
り
も
上
位
の
第
一
二
層
を
中
心
に
出
土
し
て
い
る
。
こ
の
遺
跡
の
黄
島
式
は
（
一
）
口
縁
端
部
内
面
に
短
い
沈
線
な
い
し
、
刻
み
を
有
す
る
も
の
（
第
二
図
一
〇
・
一
一
）、（
二
）
口
縁
部
内
面
に
柵
状
文
な
い
し
短
沈
線
を
有
す
る
も
の
、（
三
）
柵
状
文
な
い
し
短
沈
線
が
二
段
に
な
る
も
の
、
の
三
者
が
あ
る
。（
一
）
は
九
州
東
北
部
の
稲
荷
山
式
、（
二
）
は
早
水
台
式
な
い
し
下
菅
生
Ｂ
式
、
（
三
）
は
下
菅
生
Ｂ
式
に
そ
れ
ぞ
れ
併
行
す
る
も
の
で
、
こ
の
順
に
時
期
が
下
が
る
こ
と
に
異
論
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
は
少
量
の
無
文
土
器
や
縄
文
土
器
が
伴
う
。
こ
れ
よ
り
上
位
の
層
か
ら
は
高
山
寺
式
や
穂
谷
式
が
出
土
し
て
お
り
、
こ
の
層
位
例
は
従
来
の
編
年
と
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
い
。
以
上
よ
り
、
神
宮
寺
式
は
黄
島
式
お
よ
び
こ
れ
に
併
行
す
る
九
州
地
方
の
稲
荷
山
式
よ
り
も
古
い
こ
と
が
こ
の
層
位
例
か
ら
示
さ
れ
る
。
報
告
書﹇
中
越
一
九
九
五
﹈で
神
宮
寺
式
系
の
「
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
」
押
型
文
に
分
類
さ
れ
て
い
る
土
器
（
第
二
図
九
）
は
、
坂
本
嘉
弘
氏﹇
坂
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一
三
〇
本
一
九
九
四
﹈が
九
州
地
方
に
お
け
る
「
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
」
押
型
文
と
し
て
注
目
し
た
も
の
と
同
様
の
文
様
を
有
す
る
。
筆
者
は
こ
の
種
の
文
様
は
一
般
の
格
子
目
文
の
一
種
と
み
な
し
て
よ
い
と
考
え
て
い
る
。
「
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
」
文
様
と
共
通
す
る
の
は
、
格
子
目
の
交
点
の
凸
部
が
広
が
る
傾
向
が
あ
る
点
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
原
体
で
考
え
る
と
、
格
子
目
の
交
点
部
分
を
深
く
広
く
削
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
手
法
は
「
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
」
楕
円
文
に
共
通
す
る
特
徴
で
あ
り
、
系
譜
関
係
を
想
定
で
き
る
可
能
性
が
な
い
と
は
い
え
な
い
。
し
か
し
、
今
こ
こ
で
問
題
な
の
は
系
譜
関
係
で
は
な
く
、
時
期
で
あ
る
。
こ
の
種
の
文
様
は
確
か
に
神
宮
寺
式
や
大
川
式
に
存
在
す
る
が
、
そ
れ
は
「
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
楕
円
文
」
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
こ
れ
に
伴
う
格
子
目
文
に
近
い
。
九
州
地
方
で
は
、
こ
の
種
の
土
器
は
稲
荷
山
式
と
同
様
、
口
縁
端
部
を
刻
む
の
で
（
第
四
図
一
）、
稲
荷
山
式
の
時
期
に
含
め
て
よ
い
。
弘
法
滝
洞
窟
遺
跡
で
は
こ
の
種
の
土
器
は
第
二
〜
九
次
調
査
で
は
第
一
三
層
上
層
か
ら
出
土
し
て
お
り
、
第
一
五
層
出
土
の
筆
者
が
神
宮
寺
式
と
認
定
し
た
も
の
よ
り
新
し
い
こ
と
が
確
実
で
あ
る
。
同
種
の
土
器
は
帯
釈
峡
豊
松
堂
面
洞
窟
遺
跡
の
第
十
四
次
調
査﹇
中
越
一
九
九
三
﹈で
も
出
土
し
て
お
り
、
こ
れ
も
報
告
で
は
神
宮
寺
式
系
と
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
（
第
四
図
二
）。
弘
法
滝
、
堂
面
と
も
、
横
位
施
文
に
限
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
点
も
後
出
の
要
素
で
あ
る
。
堂
面
例
は
稲
荷
山
式
と
同
様
に
、
内
面
に
も
施
文
し
て
お
り
、
稲
荷
山
式
そ
の
も
の
と
い
っ
て
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。
堂
面
で
は
早
水
台
式
併
行
期
の
黄
島
式
よ
り
も
下
位
か
ら
出
土
し
て
い
る
。
よ
う
す
る
に
、
神
宮
寺
式
系
の
「
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
」
押
型
文
土
器
と
さ
れ
て
い
る
も
の
は
技
法
上
は
神
宮
寺
式
と
何
ら
か
の
系
譜
関
係
を
想
定
で
き
る
可
能
性
が
否
定
で
き
な
い
に
せ
よ
、
神
宮
寺
式
と
は
時
期
が
異
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
、
弘
法
滝
洞
窟
遺
跡
の
層
位
例
か
ら
証
明
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
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北
部
九
州
地
方
に
お
け
る
押
型
文
土
器
出
現
の
時
期
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二
　
北
部
九
州
地
方
に
お
け
る
押
型
文
土
器
出
現
の
時
期
帝
釈
峡
弘
法
滝
洞
窟
遺
跡
の
層
位
例
は
北
部
九
州
地
方
に
お
け
る
押
型
文
土
器
出
現
の
時
期
に
関
し
て
、
重
要
な
示
唆
を
与
え
る
。
今
一
度
、
弘
法
滝
洞
窟
遺
跡
の
様
相
を
下
層
か
ら
順
に
整
理
し
て
お
く
。
一（　）
神
宮
寺
式
の
段
階
に
は
無
文
・
条
痕
文
土
器
は
共
伴
し
な
い
。
二（　）
無
文
・
条
痕
文
土
器
が
卓
越
す
る
時
期
に
は
山
形
文
の
押
型
文
が
伴
う
。
三（　）
稲
荷
山
式
に
併
行
す
る
段
階
に
は
無
文
・
条
痕
文
土
器
の
比
率
は
低
い
。
一（　）
の
事
情
は
神
宮
寺
式
を
出
土
す
る
中
四
国
地
方
の
他
の
遺
跡
で
も
同
様
で
あ
る
。
一
方
、
九
州
北
部
で
は
神
宮
寺
式
に
併
行
す
る
時
期
に
は
無
文
・
条
痕
文
土
器
が
主
体
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
に
も
関
わ
ら
ず
中
四
国
地
方
で
神
宮
寺
式
に
こ
の
種
の
土
器
が
共
伴
し
な
い
こ
と
は
、
こ
の
時
期
九
州
地
方
と
本
州
地
方
と
の
間
の
地
域
間
関
係
が
希
薄
で
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
九
州
地
方
で
神
宮
寺
式
に
併
行
す
る
時
期
の
押
型
文
土
器
が
い
ま
だ
に
発
見
さ
れ
て
い
な
い
の
は
、
こ
の
よ
う
な
事
情
に
よ
る
と
考
え
る
。
二（　）
に
つ
い
て
は
二
つ
の
点
で
重
要
で
あ
る
。
ま
ず
、
無
文
・
条
痕
文
土
器
の
系
譜
は
神
宮
寺
式
に
求
め
る
こ
と
は
不
可
能
で
、
九
州
北
部
の
同
種
の
土
器
に
求
め
る
必
要
が
あ
る
。
無
文
・
条
痕
文
土
器
が
多
量
で
、
押
型
文
土
器
が
ご
く
少
量
と
い
う
状
況
は
九
州
地
方
に
も
類
例
が
あ
り
、
大
分
県
の
東
台
、
中
原
（
Ｓ
Ｋ
二
九
）、
川
原
田
な
ど
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る﹇
坂
本
一
九
九
四
﹈。
押
型
文
に
つ
い
て
は
い
ず
れ
も
山
形
文
に
限
ら
れ
、
弘
法
滝
と
同
様
、
無
文
部
を
若
干
残
し
た
帯
状
施
文
を
意
図
し
て
い
る
点
で
共
通
性
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
時
期
に
九
州
北
部
と
中
国
地
方
に
は
強
い
共
通
性
が
生
ま
れ
る
。
九
州
地
方
に
お
け
る
押
型
文
土
器
出
現
期
は
こ
の
時
期
に
求
め
ら
れ
る
わ
け
で
、
そ
の
場
合
、
押
型
文
と
い
う
手
法
自
体
は
本
州
地
方
の
系
譜
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
が
、
無
文
・
条
痕
文
土
器
に
つ
い
て
は
九
州
地
方
北
部
の
在
地
の
系
譜
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
九
州
地
方
北
部
に
お
け
る
押
型
文
土
器
の
出
現
は
、
本
州
地
方
か
ら
の
一
方
的
影
響
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
九
州
地
方
北
部
の
影
響
が
本
州
地
方
に
強
く
及
ぶ
過
程
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二
に
お
け
る
現
象
で
あ
る
。
二（　）
に
つ
い
て
、
今
ひ
と
つ
注
意
す
べ
き
点
は
、
帝
釈
峡
遺
跡
群
で
は
観
音
堂
第
一
九
層
下
層
に
お
い
て
山
形
文
と
格
子
目
文
の
押
型
文
土
器
が
条
痕
文
土
器
を
伴
わ
ず
に
出
土
し
て
お
り﹇
松
崎
編
一
九
七
六
﹈、
こ
れ
と
の
関
係
が
問
題
に
な
る
こ
と
で
あ
る
。
観
音
堂
第
一
九
層
下
層
の
押
型
文
は
近
畿
地
方
の
編
年
で
は
山
形
文
の
特
徴
か
ら
神
並
上
層
式
期﹇
矢
野
一
九
九
三
﹈に
併
行
す
る
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
時
期
に
は
楕
円
文
が
ま
だ
出
現
し
て
い
な
い
。
弘
法
滝
洞
窟
遺
跡
も
こ
の
点
は
同
様
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
共
伴
す
る
土
器
に
大
き
な
差
が
あ
る
。
神
宮
寺
式
以
降
、
楕
円
文
が
出
現
す
る
ま
で
の
間
の
時
期
は
条
痕
文
土
器
が
大
量
に
伴
う
時
期
と
そ
う
で
な
い
時
期
と
に
細
分
さ
れ
る
可
能
性
が
指
摘
で
き
る
わ
け
で
あ
る
。
よ
り
古
い
神
宮
寺
式
に
は
条
痕
文
土
器
は
伴
わ
な
い
の
で
、
前
者
の
時
期
が
よ
り
新
し
い
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
九
州
地
方
に
系
譜
を
求
め
う
る
条
痕
文
土
器
が
中
国
山
地
に
分
布
す
る
よ
う
に
な
る
時
期
は
か
な
り
限
定
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
九
州
地
方
東
北
部
に
お
け
る
無
文
・
条
痕
文
土
器
の
編
年
に
つ
い
て
は
、
近
年
、
綿
貫
俊
一
氏﹇
綿
貫
一
九
九
九
﹈が
精
力
的
に
編
年
し
て
い
る
。こ
れ
は
九
州
東
北
部
で
は
無
文
・
条
痕
文
土
器
が
稲
荷
山
式
に
も
大
量
に
伴
う
と
い
う
前
提
で
編
年
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
別
府
市
北
鉄
輪
遺
跡
で
は
稲
荷
山
式
が
無
文
・
条
痕
文
土
器
を
従
来
の
よ
う
に
大
量
に
は
伴
わ
ず
に
出
土
し
て
お
り
、
遠
部
慎
氏
が
述
べ
る
よ
う
に
、
こ
の
前
提
は
再
検
討
を
要
す
る
と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う﹇
永
野
・
遠
部
ほ
か
一
九
九
九
﹈。
従
来
、
稲
荷
山
式
に
伴
う
と
考
え
ら
れ
た
無
文
・
条
痕
文
土
器
の
多
く
は
、
押
型
文
土
器
出
現
以
前
か
少
量
の
山
形
文
し
か
伴
わ
な
い
時
期
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
可
能
性
が
生
じ
て
い
る
。
こ
の
点
、
無
文
・
条
痕
文
土
器
の
編
年
は
再
検
討
を
要
す
る
と
考
え
る
。
三（　）
に
つ
い
て
は
従
来
か
ら
、
こ
の
時
期
の
無
文
・
条
痕
文
土
器
の
比
率
は
瀬
戸
内
で
高
く
、
中
国
山
地
や
山
陰
地
方
で
は
低
い
と
い
う
認
識
が
あ
り
、
こ
の
認
識
を
改
め
て
追
認
し
た
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
問
題
に
な
る
の
は
九
州
地
方
東
北
部
の
北
鉄
輪
の
事
例
が
瀬
戸
内
地
方
に
も
一
般
化
で
き
る
な
ら
ば
、
瀬
戸
内
で
も
黄
島
式
に
伴
う
と
さ
れ
て
き
た
無
文
・
条
痕
文
土
器
の
多
く
は
黄
島
式
よ
り
も
古
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
非
常
に
大
き
な
問
題
で
あ
り
、
今
後
の
検
討
に
ゆ
だ
ね
、
現
状
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北
部
九
州
地
方
に
お
け
る
押
型
文
土
器
出
現
の
時
期
で
の
見
通
し
を
示
し
て
お
く
。
も
し
、
黄
島
式
に
伴
う
と
さ
れ
て
き
た
無
文
・
条
痕
文
土
器
の
大
半
が
黄
島
式
よ
り
古
い
の
で
あ
れ
ば
、
黄
島
式
よ
り
古
い
無
文
・
条
痕
文
単
独
の
遺
跡
は
瀬
戸
内
に
数
多
く
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
。
中
国
山
地
や
山
陰
地
方
に
お
い
て
、
神
宮
寺
式
が
単
独
で
分
布
す
る
の
だ
か
ら
、
瀬
戸
内
で
こ
の
時
期
に
無
文
・
条
痕
文
土
器
の
遺
跡
が
多
い
の
で
あ
れ
ば
、
少
量
で
も
神
宮
寺
式
に
こ
れ
が
伴
う
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
今
ま
で
の
と
こ
ろ
、
両
者
の
関
係
は
確
認
で
き
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
瀬
戸
内
で
は
神
宮
寺
式
に
併
行
す
る
時
期
に
は
遺
跡
が
本
来
希
薄
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
想
定
を
導
く
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
瀬
戸
内
の
黄
島
式
に
伴
う
と
さ
れ
て
き
た
無
文
・
条
痕
文
土
器
は
、
や
は
り
押
型
文
の
時
期
の
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
か
り
に
古
く
な
る
と
し
て
も
、
同
様
の
理
由
か
ら
大
半
の
も
の
は
山
形
文
が
少
量
伴
う
時
期
ま
で
し
か
さ
か
の
ぼ
ら
な
い
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
九
州
地
方
東
北
部
同
様
、
瀬
戸
内
の
無
文
・
条
痕
文
土
器
に
つ
い
て
も
再
検
討
の
必
要
が
生
じ
て
い
る
。
お
　
わ
　
り
　
に
以
上
、
帝
釈
峡
弘
法
滝
洞
窟
遺
跡
出
土
押
型
文
土
器
の
観
察
を
通
じ
て
、
雑
駁
な
考
察
を
試
み
た
。
本
論
で
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
遺
跡
は
、「
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
な
」
楕
円
文
を
有
す
る
神
宮
寺
式
が
、
北
部
九
州
に
お
け
る
最
古
の
押
型
文
土
器
よ
り
も
古
い
こ
と
を
層
位
学
的
に
確
定
し
う
る
事
例
で
あ
る
。
ま
た
、
九
州
地
方
東
北
部
の
稲
荷
山
式
に
少
量
存
在
す
る
「
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
な
」
楕
円
文
に
類
似
し
た
格
子
目
文
が
、
神
宮
寺
式
よ
り
も
確
実
に
新
し
い
こ
と
も
同
様
に
確
定
し
う
る
。
そ
の
結
果
、
北
部
九
州
地
方
に
お
け
る
押
型
文
土
器
の
出
現
期
を
本
州
地
方
と
の
併
行
関
係
に
お
い
て
層
位
学
的
観
点
か
ら
初
め
て
確
定
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
出
現
期
は
本
州
地
方
に
お
け
る
神
並
上
層
式
の
新
し
い
段
階
な
い
し
楕
円
文
出
現
の
直
前
期
で
あ
る
。
た
だ
し
、
押
型
文
土
器
に
伴
う
無
文
・
条
痕
文
土
器
に
つ
い
て
は
、
北
部
九
州
地
方
や
瀬
戸
内
地
方
に
お
け
る
全
般
的
な
再
検
討
を
必
要
と
し
て
い
る
。
無
文
・
条
痕
文
土
器
は
そ
れ
自
体
、
個
体
か
ら
編
年
す
る
の
は
難
し
く
、
一
括
資
料
の
把
握
が
不
可
欠
と
な
る
。
弘
法
滝
洞
窟
遺
跡
の
資
料
は
こ
の
点
、
層
位
学
的
に
各
時
期
の
様
相
を
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把
握
で
き
る
と
い
う
点
で
、
重
要
な
意
義
を
有
し
て
い
る
と
考
え
る
。
弘
法
滝
洞
窟
遺
跡
出
土
資
料
の
実
見
に
あ
た
っ
て
は
広
島
大
学
考
古
学
研
究
室
、
な
ら
び
に
中
越
利
夫
氏
に
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
無
文
・
条
痕
文
土
器
に
つ
い
て
は
遠
部
慎
氏
よ
り
数
々
の
ご
教
示
を
た
ま
わ
り
ま
し
た
。
末
筆
な
が
ら
謝
意
を
表
し
ま
す
。
〈
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用
・
参
考
文
献
〉
池
谷
信
之
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屋
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人
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「
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に
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縄
文
土
器
型
式
編
年
研
究
の
成
果
と
展
望
　
関
東
・
中
部
・
東
海
地
方
早
期
（
押
型
文
系
土
器
）」
『
縄
文
時
代
』
一
〇
打
田
知
之
二
〇
〇
二
「
帝
釈
峡
弘
法
滝
洞
窟
遺
跡
（
第
一
六
次
）
の
調
査
」『
広
島
大
学
文
学
部
帝
釈
峡
遺
跡
群
発
掘
調
査
室
年
報
ⅩⅥ
』
角
田
徳
幸
編
一
九
九
一
『
主
要
地
方
道
浜
田
八
重
可
部
線
特
殊
改
良
工
事
に
伴
う
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
書
』
島
根
県
教
育
委
員
会
坂
本
嘉
弘
一
九
九
四
「
西
日
本
の
押
型
文
土
器
の
展
開
―
―
九
州
か
ら
の
視
点
」『
古
文
化
談
叢
』
三
八
中
越
利
夫
一
九
九
一
「
帝
釈
峡
遺
跡
群
出
土
の
押
型
文
土
器
」『
縄
文
時
代
』
二
中
越
利
夫
一
九
九
三
「
豊
松
堂
面
洞
窟
遺
跡
（
第
一
四
次
）
の
調
査
」『
広
島
大
学
文
学
部
帯
釈
峡
遺
跡
群
発
掘
調
査
室
年
報
Ⅵ
』
中
越
利
夫
一
九
九
五
「
帝
釈
弘
法
滝
遺
跡
（
第
二
〜
九
次
）
の
調
査
」『
広
島
大
学
文
学
部
帝
釈
峡
遺
跡
群
発
掘
調
査
室
年
報
Ⅹ
』
中
越
利
夫
二
〇
〇
一
「
帝
釈
峡
弘
法
滝
洞
窟
遺
跡
（
第
一
五
次
）
の
調
査
」『
広
島
大
学
文
学
部
帝
釈
峡
遺
跡
群
発
掘
調
査
室
年
報
ⅩⅤ
』
中
越
利
夫
・
大
川
泰
広
二
〇
〇
〇
「
帝
釈
峡
弘
法
滝
洞
窟
遺
跡
（
第
一
三
・
一
四
次
）
の
調
査
」『
広
島
大
学
文
学
部
帝
釈
峡
遺
跡
群
　
発
掘
調
査
室
年
報
ⅩⅣ
』
中
越
利
夫
・
佐
々
木
正
浩
・
内
山
ひ
ろ
せ
一
九
九
八
「
帝
釈
峡
弘
法
滝
洞
窟
遺
跡
（
第
一
二
次
）
の
調
査
」『
広
島
大
学
文
学
部
帝
釈
峡
遺
跡
群
発
掘
調
査
室
年
報
ⅩⅢ
』
中
越
利
夫
・
槙
林
啓
介
・
三
ツ
木
貴
代
志
一
九
九
六
「
帝
釈
峡
弘
法
滝
洞
窟
遺
跡
（
第
一
〇
次
）
の
調
査
」『
広
島
大
学
文
学
部
帝
釈
峡
遺
跡
群
発
掘
調
査
室
年
報
ⅩⅠ
』
715
一
三
五
北
部
九
州
地
方
に
お
け
る
押
型
文
土
器
出
現
の
時
期
中
越
利
夫
・
槙
林
啓
介
・
幸
泉
満
夫
・
三
田
敦
司
一
九
九
七
「
帝
釈
峡
弘
法
滝
洞
窟
遺
跡
（
第
一
一
次
）
の
調
査
」『
広
島
大
学
文
学
部
帝
釈
峡
遺
跡
群
発
掘
調
査
室
年
報
ⅩⅡ
』
中
越
利
夫
・
村
田
亜
紀
夫
一
九
八
六
「
帝
釈
弘
法
滝
遺
跡
（
第
一
次
）
の
調
査
」『
広
島
大
学
文
学
部
帝
釈
峡
遺
跡
群
発
掘
調
査
室
年
報
Ⅸ
』
永
野
康
洋
・
遠
部
慎
・
志
賀
智
史
一
九
九
九
「
別
府
市
に
お
け
る
縄
文
時
代
早
期
の
様
相
―
―
北
鉄
輪
遺
跡
試
掘
概
要
を
中
心
に
」『
お
お
い
た
考
古
』
一
二
松
崎
寿
和
編
一
九
七
六
『
帯
釈
峡
遺
跡
群
』
亜
紀
書
房
松
田
真
一
一
九
九
九
「
列
島
に
お
け
る
縄
文
土
器
型
式
編
年
研
究
の
成
果
と
展
望
　
近
畿
地
方
草
創
期
〜
前
期
」『
縄
文
時
代
』
一
〇
宮
崎
朝
雄
一
九
九
九
「
列
島
に
お
け
る
縄
文
土
器
型
式
編
年
研
究
の
成
果
と
展
望
　
東
日
本
早
期
前
葉
」『
縄
文
時
代
』
一
〇
矢
野
健
一
一
九
九
三
「
押
型
文
土
器
の
起
源
と
変
遷
」『
考
古
学
雑
誌
』
七
八
―
四
矢
野
健
一
一
九
九
七
「
中
国
地
方
に
お
け
る
縄
文
時
代
草
創
期
の
様
相
」『
中
・
四
国
の
縄
文
時
代
草
創
期
の
土
器
と
石
器
組
成
』（『
第
八
回
中
四
国
縄
文
研
究
会
発
表
要
旨
』）
綿
貫
俊
一
一
九
九
九
「
九
州
の
縄
紋
時
代
草
創
期
末
か
ら
早
期
の
土
器
編
年
に
関
す
る
一
考
察
」『
古
文
化
談
叢
』
四
二
（
本
学
文
学
部
助
教
授
）
716
一
三
六
